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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした通信システムであ
って、
　前記基地局において、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てると共に、前
記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更するセ
ット管理手段を含むことを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記移動局において、
　前記セットを構成する各帯域の通信路品質を測定して前記基地局へ通知する手段を含む
ことを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記セット管理手段は、予め定められた隣接基地局間の周波数プランニングに基づいて
前記セットを構成する帯域を管理することを特徴とする請求項１または２に記載の通信シ
ステム。
【請求項４】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の平均干渉レベルより
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も小さい干渉レベルを有する場合、この帯域を当該セットへ追加することを要求する手段
を含むことを特徴とする請求項１～３いずれかに記載の通信システム。
【請求項５】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の最高干渉レベルまた
は平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる場合、この帯域を当該セット
へ追加することを要求する手段を含むことを特徴とする請求項１～３いずれかに記載の通
信システム。
【請求項６】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域のＳＩＲレベルが、当該セット内の最高ＳＩＲレベル
または平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる場合、この帯域を当該
セットへ追加することを要求する手段を含むことを特徴とする請求項１～３いずれかに記
載の通信システム。
【請求項７】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベル（またはＳＩＲレベル）が、所定干渉レ
ベル（または所定ＳＩＲレベル）より小（または大）なる場合、この帯域を当該セットへ
追加することを要求する手段を含むことを特徴とする請求項１～３いずれかに記載の通信
システム。
【請求項８】
　前記セットへ追加することを要求できる帯域は、予め定められた範囲内の帯域であるこ
とを特徴とする請求項１～７いずれかに記載の通信システム。
【請求項９】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域の干渉レベルが、当該セット以外の干渉レベルよりも大
なる場合、この帯域を当該セットから削除することを要求する手段を含むことを特徴とす
る請求項１～８いずれかに記載の通信システム。
【請求項１０】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の最高干渉レベルまたは
平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる場合、この帯域を当該セットか
ら削除することを要求する手段を含むことを特徴とする請求項１～８いずれかに記載の通
信システム。
【請求項１１】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域のＳＩＲレベルが、当該セット内の最高ＳＩＲレベルま
たは平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる場合、この帯域を当該セ
ットから削除することを要求する手段を含むことを特徴とする請求項１～８いずれかに記
載の通信システム。
【請求項１２】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域の干渉レベル（またはＳＩＲレベル）が、所定干渉レベ
ル（または所定ＳＩＲレベル）より大（または小）なる場合、この帯域を当該セットから
削除することを要求する手段を含むことを特徴とする請求項１～８いずれかに記載の通信
システム。
【請求項１３】
　前記セット管理手段は、現在の前記セット内のある帯域のパイロット信号が、当該セッ
ト内の最大のパイロット信号から所定レベルだけ低いレベルよりも低いレベルになった場
合、この帯域を当該セットから削除することを特徴とする請求項１～８いずれかに記載の
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通信システム。
【請求項１４】
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした通信方法であって
、
　前記基地局において、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てるセット管理
ステップと、
　前記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更す
るステップとを含むことを特徴とする通信方法。
【請求項１５】
　前記移動局において、
　前記セットを構成する各帯域の通信路品質を測定して前記基地局へ通知するステップを
含むことを特徴とする請求項１４に記載の通信方法。
【請求項１６】
　前記セット管理ステップは、予め定められた隣接基地局間の周波数プランニングに基づ
いて前記セットを構成する帯域を管理することを特徴とする請求項１４または１５に記載
の通信方法。
【請求項１７】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の平均干渉レベルより
も小さい干渉レベルを有する場合、この帯域を当該セットへ追加することを要求するステ
ップを含むことを特徴とする請求項１４～１６いずれかに記載の通信方法。
【請求項１８】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の最高干渉レベルまた
は平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる場合、この帯域を当該セット
へ追加することを要求するステップを含むことを特徴とする請求項１４～１６いずれかに
記載の通信方法。
【請求項１９】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域のＳＩＲレベルが、当該セット内の最高ＳＩＲレベル
または平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる場合、この帯域を当該
セットへ追加することを要求するステップを含むことを特徴とする請求項１４～１６いず
れかに記載の通信方法。
【請求項２０】
　前記移動局において、
　現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベル（またはＳＩＲレベル）が、所定干渉レ
ベル（または所定ＳＩＲレベル）より小（または大）なる場合、この帯域を当該セットへ
追加することを要求するステップを含むことを特徴とする請求項１４～１６いずれかに記
載の通信方法。
【請求項２１】
　前記セットへ追加することを要求できる帯域は、予め定められた範囲内の帯域であるこ
とを特徴とする請求項１４～２０いずれかに記載の通信方法。
【請求項２２】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域の干渉レベルが、当該セット以外の干渉レベルよりも大
なる場合、この帯域を当該セットから削除することを要求するステップを含むことを特徴
とする請求項１４～２１いずれかに記載の通信方法。
【請求項２３】



(4) JP 5260842 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の最高干渉レベルまたは
平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる場合、この帯域を当該セットか
ら削除することを要求するステップを含むことを特徴とする請求項１４～２１いずれかに
記載の通信方法。
【請求項２４】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域のＳＩＲレベルが、当該セット内の最高ＳＩＲレベルま
たは平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる場合、この帯域を当該セ
ットから削除することを要求するステップを含むことを特徴とする請求項１４～２１いず
れかに記載の通信方法。
【請求項２５】
　前記移動局において、
　現在の前記セット内のある帯域の干渉レベル（またはＳＩＲレベル）が、所定干渉レベ
ル（または所定ＳＩＲレベル）より大（または小）なる場合、この帯域を当該セットから
削除することを要求するステップを含むことを特徴とする請求項１４～２１いずれかに記
載の通信方法。
【請求項２６】
　前記セット管理ステップは、現在の前記セット内のある帯域のパイロット信号が、当該
セット内の最大のパイロット信号から所定レベルだけ低いレベルよりも低いレベルになっ
た場合、この帯域を当該セットから削除することを特徴とする請求項１４～２１いずれか
に記載の通信方法。
【請求項２７】
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により受信するようにした基地局であって、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てると共に、前
記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更するセ
ット管理手段を含むことを特徴とする基地局。
【請求項２８】
　前記セット管理手段は、予め定められた隣接基地局間の周波数プランニングに基づいて
前記セットを構成する帯域を管理することを特徴とする請求項２７に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記セット管理手段は、現在の前記セット内のある帯域のパイロット信号が、当該セッ
ト内の最大のパイロット信号から所定レベルだけ低いレベルよりも低いレベルになった場
合、この帯域を当該セットから削除することを特徴とする請求項２７または２８に記載の
基地局。
【請求項３０】
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を測定し、この
測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした移動局であって、
　前記基地局により割り当てられ、通信路品質の通知を要求された前記帯域のセットを構
成する各帯域の通信路品質を測定して前記基地局へ通知する手段と、
　前記セットの変更要求を前記基地局へなす要求手段とを含むことを特徴とする移動局。
【請求項３１】
　前記要求手段は、現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の平
均干渉レベルよりも小さい干渉レベルを有する場合、この帯域を当該セットへ追加するこ
とを前記基地局へ要求することを特徴とする請求項３０に記載の移動局。
【請求項３２】
　前記要求手段は、現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の最
高干渉レベルまたは平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる場合、この
帯域を当該セットへ追加することを前記基地局へ要求することを特徴とする請求項３０に
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記載の移動局。
【請求項３３】
　前記要求手段は、現在の前記セット以外のある帯域のＳＩＲレベルが、当該セット内の
最高ＳＩＲレベルまたは平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる場合
、この帯域を当該セットへ追加することを前記基地局へ要求することを特徴とする請求項
３０に記載の移動局。
【請求項３４】
　前記要求手段は、現在の前記セット以外のある帯域の干渉レベル（またはＳＩＲレベル
）が、所定干渉レベル（または所定ＳＩＲレベル）より小（または大）なる場合、この帯
域を当該セットへ追加することを前記基地局へ要求することを特徴とする請求項３０に記
載の移動局。
【請求項３５】
　前記セットへ追加することを要求できる帯域は、予め定められた範囲内の帯域であるこ
とを特徴とする請求項３０～３４いずれかに記載の移動局。
【請求項３６】
　前記要求手段は、現在の前記セット内のある帯域の干渉レベルが、当該セット以外の干
渉レベルよりも大なる場合、この帯域を当該セットから削除することを前記基地局へ要求
することを特徴とする請求項３０～３５いずれかに記載の移動局。
【請求項３７】
　前記要求手段は、現在の前記セット内のある帯域の干渉レベルが、当該セット内の最高
干渉レベルまたは平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる場合、この帯
域を当該セットから削除することを前記基地局へ要求する手段を含むことを特徴とする請
求項３０～３５いずれかに記載の移動局。
【請求項３８】
　前記要求手段は、現在の前記セット内のある帯域のＳＩＲレベルが、当該セット内の最
高ＳＩＲレベルまたは平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる場合、
この帯域を当該セットから削除することを前記基地局へ要求することを特徴とする請求項
３０～３５いずれかに記載の移動局。
【請求項３９】
　前記要求手段は、現在の前記セット内のある帯域の干渉レベル（またはＳＩＲレベル）
が、所定干渉レベル（または所定ＳＩＲレベル）より大（または小）なる場合、この帯域
を当該セットから削除することを前記基地局へ要求することを特徴とする請求項３０～３
５いずれかに記載の移動局。
【請求項４０】
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により受信するようにした基地局の動作をコンピュー
タに実行させるためのプログラムであって、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てる処理と、
　前記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更す
る処理を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項４１】
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を測定し、この
測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした移動局の動作をコンピュータに実
行させるためのプログラムであって、
　前記基地局により割り当てられ、通信路品質の通知を要求された前記帯域のセットを構
成する各帯域の通信路品質を測定して前記基地局へ通知する処理と、
　前記セットの変更要求を前記基地局へなす処理とを含むことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は通信システム及びその通信方法並びにそれに用いる移動局及び基地局に関し、
特に移動通信システムにおいて共用チャネルを使用する下りパケット通信の際に、複数の
異なる帯域の下り回線の通信路品質を報告するための通信路品質報告方式に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　無線帯域を複数の移動局で共有して通信を行うパケット通信方式には、３ＧＰＰ（3rd 
Generation Pertnership）にて標準化が行われているＨＳＤＰＡ（High Speed Downlink 
Packet Access ）やＬＴＥ（Long Term Evolution ）といったものがある。このようなパ
ケット通信システムでは、移動局は下り回線で送信される共通パイロットチャネル（ＣＰ
ＩＣＨ：Common Pilot Channel）の受信品質を測定し、測定結果を通信路品質（ＣＱＩ：
Channel Quality Indicator ）として上り回線で通知する。
【０００３】
　受信品質とＣＱＩの対応は予め決められており、ＨＳＤＰＡでは複数レベルのＣＱＩが
定義されている。無線基地局は、移動局から報告されたＣＱＩを送信機会の割り当てを行
うパケットスケジューリングや、変調方式と通信路符号化の符号化率を変える適応変調な
どに利用する。このように通信路品質を使うことで、移動局毎に通信路に応じた通信を提
供でき、効率よく無線通信帯域を利用することができる。
【０００４】
　ＬＴＥの下り回線のアクセス方式にはＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mult
iplexing）方式が検討されている。ＯＦＤＭ方式では、基地局のスケジューラが、当該基
地局のセルの無線容量を最大に利用するように、セル内の複数のユーザである移動局に対
して、周波数及び時間リソースを割り当てるスケジューリングを実行する。
【０００５】
　具体的には、システムに割り当てられている無線通信帯域を複数の小さな無線帯域（Ｐ
ＲＢ：Physical Resource Block ）に分割しておき、これらＰＲＢに対して移動局を割り
当てることにより周波数分割多重を実現している。例えば、システムの通信帯域とＰＲＢ
との関係が図１３に示すようなものであるとする。図１３においては、システムの通信帯
域が、０Ｌ～１１Ｌ及び０Ｒ～１１Ｒの合計２４のＰＲＢに分割されているものとする。
【０００６】
　基地局での上述したスケジューリングによる、ある時間における周波数リソースの割り
当て状態の例としては、図１３に示すように、ＰＲＢ５Ｌ～１１Ｌには移動局（ＵＥ：Us
er Equipment）１が、ＰＲＢ０Ｌ～４Ｌ，０Ｒ，１Ｒには移動局２が、ＰＲＢ２Ｒ～５Ｒ
には移動局３が、ＰＲＢ６Ｒ～１１Ｒには移動局４が、それぞれ割り当てられている。
【０００７】
　このように、移動局に適するＰＲＢを選択して割り当てるためには、基地局は、各ＰＲ
Ｂのチャネル状態、すなわち通信路品質（ＣＱＩ）を知ることが必要である。従って、移
動局は、できる限り頻繁に全てのＰＲＢに関するＣＱＩを測定し、この測定結果を基地局
へ報告する必要がある。
【０００８】
　このようなＰＲＢに関するリソース割り当てやＣＱＩの測定結果の報告などに関しては
、非特許文献１，２に開示されている。
【非特許文献１】3GPP TSG RAN, TR25.814 ver. 1.2.0, "Physical Layer Aspects for E
volved UTRA", February 2006.
【非特許文献２】3GPP TSG RAN, TR25.814 ver. 1.2.3, "Physical Layer Measurements"
, May 2006.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　各移動局が基地局へＣＱＩの報告をなすためには、各ＰＲＢのパイロット信号を受信し
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て、各ＰＲＢのチャネル推定を実行し、推定されたチャネルからＣＱＩを計算するという
作業が必要となるために、移動局の高い処理能力が要求されることになって、高負荷とな
るという問題がある。
【００１０】
　また、この報告は、上り回線においてかなりのオーバヘッドを招来するという問題もあ
る。例えば、２４個のＰＲＢがあり、毎秒１００回の報告が必要であり、１個のＰＲＢの
ＣＱＩの報告に８ビットが必要である場合、必要な上り回線での合計ビットレートは、２
４×１００×８＝１９２００ビット／秒（ｂｐｓ）となる。ここで、１つのセル内に１０
０個の移動局が存在している場合には、１００×１９．２ｋｂｐｓ＝１．９２Ｍｂｐｓが
、スケジューリング用のＣＱＩ報告のみに消費されることになる。
【００１１】
　本発明の目的は、スケジューリングや適応変調に必要なＰＲＢのＣＱＩ測定結果の報告
に際して、移動局に対する負荷または上り回線でのオーバヘッドを削減可能な通信システ
ム及びその通信方法並びにそれに用いる移動局及び基地局を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明による通信システムは、
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした通信システムであ
って、
　前記基地局において、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てると共に、前
記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更するセ
ット管理手段を含むことを特徴とする。
【００１３】
　本発明による通信方法は、
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした通信方法であって
、
　前記基地局において、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てるセット管理
ステップと、
　前記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更す
るステップとを含むことを特徴とする。
【００１４】
　本発明による基地局は、
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により受信するようにした基地局であって、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てると共に、前
記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更するセ
ット管理手段を含むことを特徴とする。
【００１５】
　本発明による移動局は、
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を測定し、この
測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした移動局であって、
　前記基地局により割り当てられ、通信路品質の通知を要求された前記帯域のセットを構
成する各帯域の通信路品質を測定して前記基地局へ通知する手段と、
　前記セットの変更要求を前記基地局へなす要求手段とを含むことを特徴とする。
【００１６】
　本発明によるプログラムは、
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　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を移動局におい
て測定し、この測定結果を上り回線により受信するようにした基地局の動作をコンピュー
タに実行させるためのプログラムであって、
　通信路品質の通知を要求する帯域のセットを前記移動局に対して割り当てる処理と、
　前記移動局からの前記セットの変更要求に基づいて前記セットを構成する帯域を変更す
る処理とを含むことを特徴とする。
【００１７】
　本発明による他のプログラムは、
　下り回線の通信帯域を複数帯域に分割して得られる各帯域の通信路品質を測定し、この
測定結果を上り回線により基地局へ通知するようにした移動局の動作をコンピュータに実
行させるためのプログラムであって、
　前記基地局により割り当てられ、通信路品質の通知を要求された前記帯域のセットを構
成する各帯域の通信路品質を測定して前記基地局へ通知する処理と、
　前記セットの変更要求を前記基地局へなす処理とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、移動局は、基地局により選択されたＣＱＩの通知を要求されたＰＲＢ
のセット（アクティブセットと称す）に関してのみ、ＣＱＩを報告すれば良く、全てのＰ
ＲＢのＣＱＩを報告する必要がないので、移動局での負荷が削減され、また上り回線での
オーバヘッドを削減可能となるという効果がある。更に、本発明によれば、基地局におい
て、移動局からのアクティブセットを構成するＰＲＢの変更要求に基づいて、アクティブ
セットを構成するＰＲＢの変更をなすことにより、スケジューラの効率改善が可能である
という効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、図面を参照しつつ本発明の実施例について説明するが、それに先立って、図１
を参照して本発明の原理を説明する。本発明では、各移動局（ＵＥ）１～４の各々に対し
て、ＰＲＢのアクティブセット（基地局により選択されたＣＱＩの通知を要求されたＰＲ
Ｂのセット）を、図１に示すように割り当てるものである。
【００２０】
　すなわち、移動局１に対しては、ＰＲＢ０Ｌ～５Ｌ，０Ｒ～５Ｒをアクティブセットと
して割り当て、移動局２に対しては、ＰＲＢ０Ｌ～１１Ｌ，０Ｒ～１１Ｒをアクティブセ
ットとして割り当て、移動局３に対しては、ＰＲＢ３Ｌ～４Ｌをアクティブセットとして
割り当て、移動局４に対しては、ＰＲＢ０Ｌ，０Ｒ～２Ｒをアクティブセットとして割り
当て、移動局５に対しては、ＰＲＢ３Ｒ～４Ｒをアクティブセットとして割り当てるので
ある。
【００２１】
　基地局は、例えば、移動局との呼確立の最初に、移動局に対してＰＲＢのアクティブセ
ットを決定して送信する。ここで、呼確立とは、基地局のエリア内に移動局が入ったこと
を基地局が検知して無線チャネルを結ぶことをいうものとする。移動局は、基地局よりＰ
ＲＢのアクティブセットを受信すると、このアクティブセットを構成するＰＲＢのＣＱＩ
のみを測定し、そして、このアクティブセットの各ＰＲＢのＣＱＩを送信することになる
。従って、移動局は、ＰＲＢのアクティブセットに関してのみ、ＣＱＩを測定し、基地局
へ報告すれば良いので、負荷が削減され、上り回線でのオーバヘッドも削減可能となる。
【００２２】
　なお、図１の例は、あくまで、ある時間におけるＰＲＢのアクティブセットを示したも
のであり、時間が異なれば、ＰＲＢのアクティブセットも異なるものである。また、基地
局から移動局へのアクティブセットの通知は、呼確立の最初に限る必要はなく、所定のタ
イミングで行えば良く、一定周期、不定周期で通知を行うようにしても良い。
【００２３】
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　ＰＲＢのアクティブセットの構成の実施例について以下に、説明する。図２（Ａ），（
Ｂ）は本発明の一実施例を説明するための図であり、アクティブセットの構成の例として
、隣接基地局間（セル間）における周波数プランニング（周波数割り当て計画）を採用し
た場合のものである。セル１～７が図２（Ａ）に示すように配置されているものとする。
すなわち、セル１が中央に配置されており、他のセル２～７がセル１を取り囲むように、
また隣り合うセル同士が接して配置されているものとする。
【００２４】
　この場合、中央のセル１のセルエッジでは、（Ｂ）に示すように通信帯域を１／３つづ
の３つの帯域に分割した場合の低い帯域（横線で示す）を割り当て、セル２，４，６の各
セルエッジでは、３つの帯域に分割した場合の中央の帯域（右下がり斜線）を割り当て、
セル３，５，７の各セルエッジでは、３つの帯域に分割した場合の高い帯域（左下がり斜
線）を割り当てる。更に、各セルのセンタ部分では、通信帯域の全てを割り当てる。
【００２５】
　図３は、この周波数プランニングに基づく場合の具体的なアクティブセットの割り当て
例を示している。セル１のエッジに位置する移動局には、ＰＲＢ６Ｌ～１１Ｌ及び０Ｌ，
０Ｒを割り当て、セル２のエッジに位置する移動局には、ＰＲＢ０Ｌ～３Ｌ，０Ｒ～３Ｒ
を割り当て、セル３のエッジに位置する移動局には、ＰＲＢ６Ｒ～１１Ｒ及び０Ｌ，０Ｒ
を割り当てる。なお、各セルのセンタに位置する移動局には、全てのＰＲＢを割り当てる
。
【００２６】
　なお、実際には、通信帯域の中央のＰＲＢ０Ｌ，０Ｒは共用のコントロールチャネルと
して使用されるために、セルのセンタやエッジにかかわらず、全ての移動局に対して、Ｐ
ＲＢのアクティブセットに含ませるようになっている。これは、３ＧＰＰの仕様上の制約
に基づくものである。このような周波数プランニングに基づいてＰＲＢのアクティブセッ
トを構成することにより、隣接セル間での干渉を避けることができ、より良いスケジュー
ラが可能である。
【００２７】
　図４は本実施例の基地局の概略機能ブロック図であり、基地局は、受信部１１と、スケ
ジューラ１２と、アクティブセット管理部１３と、送信部１４とを含んでいる。図５は基
地局（ＢＳ：Base Station）の動作を示すフローチャートであり、図４の基地局の動作を
図５を用いて説明する。
【００２８】
　移動局と呼が確立すると（ステップＳ１）、移動局からの上り回線の信号は受信部１１
により受信され、移動局から報告されたＰＲＢのアクティブセットのＣＱＩが抽出されて
スケジューラ１２へ供給される。スケジューラ１２では、各ＰＲＢのＣＱＩを参照して、
セル内の複数のユーザである移動局に対して、周波数及び時間リソースを割り当てるスケ
ジューリングが実行される（ステップＳ２）。また、移動局のセルにおける位置、すなわ
ちセルセンタに位置するのか、セルエッジに位置するのかの判断がなされ（ステップＳ３
）、スケジューリング及びセル位置の判断に基づいて、アクティブセット管理部１３では
、各移動局に対するＰＲＢセットが決定されて、送信部１４から下り回線の信号として各
移動局へ送信される（ステップＳ４）。
【００２９】
　図６は本実施例の移動局の概略機能ブロック図であり、受信部２１と、復号部２２と、
ＣＱＩ測定部２３と、送信部２４とを含んでいる。図７は移動局の動作を示すフローチャ
ートであり、図６の基地局の動作を図７を用いて説明する。
【００３０】
　基地局からの下り回線の信号は受信部２１で受信され、復号部２２に入力されて復号さ
れる。基地局からのＰＲＢのアクティブセットは、復号部２２で復号された後（ステップ
Ｓ１１）、アクティブセットコンフィグレーションメッセージとしてＣＱＩ測定部２３へ
供給される。ＣＱＩ測定部２３では、このメッセージに含まれているＰＲＢのアクティブ
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セットを構成するＰＲＢについてのみＣＱＩの測定が行われる（ステップＳ１２）。この
測定結果は送信部２４を介して、上り回線の信号として基地局へ報告される（ステップＳ
１３）。
【００３１】
　次に、本発明の他の実施例について説明する。本実施例では、先の実施例において決定
されたＰＲＢのアクティブセットを呼期間中維持するのではなく、移動局からの要求に応
じてアクティブセットの変更をなす、すなわち、アクティブセットを構成するＰＲＢの変
更（追加／削除）をなすようにするものである。よって、本例は、移動局支援アクティブ
セット管理と称する。
【００３２】
　図８はこの移動局支援アクティブセット管理に基づくアクティブセットの変更の一般的
な考え方を説明するための図である。セル２のエッジに位置する移動局の現在のＰＲＢの
アクティブセットは、０Ｌ～１Ｌ及び０Ｒ～１Ｒであり、これは図３に示したセル２エッ
ジに割り当てられたアクティブセットの範囲内のものである。
【００３３】
　この状態において、移動局が現在のアクティブセットを構成するＰＲＢの干渉レベルと
、セル２エッジのアクティブセット内でかつ現在のアクティブセット外のＰＲＢの干渉レ
ベルとを測定したとする。この測定の結果、ＰＲＢ１Ｌの干渉レベルが現在のアクティブ
セット以外の干渉レベルよりも大であり、ＰＲＢ３Ｌの干渉レベルが現在のアクティブセ
ット内の平均干渉レベルより小であったとする。この場合は、移動局は、ＰＲＢ３Ｌの追
加及びＰＲＢ１Ｌの削除を基地局へ要求（推奨）し、基地局は、この要求に基づいて、Ｐ
ＲＢ３Ｌの追加をなすと共に、ＰＲＢ１Ｌの削除をなすことになる。
【００３４】
　基地局は、移動局からの推奨を、上述の周波数プランニングの規則を参照して検討する
。本例では、追加推奨されているＰＲＢ３Ｌは、周波数プランニングの規則を満足するの
で、移動局からの推奨を受け入れることになる。なお、移動局が当該周波数プランニング
の規則を満足するものでない場合には、移動局からの推奨を拒絶することができる。推奨
を受け入れた結果、この移動局の新たなＰＲＢのアクティブセットは、０Ｌ，３Ｌ及び０
Ｒ～１Ｒとなる。
【００３５】
　なお、ＣＱＩが干渉レベルである場合には、基地局は、ＰＲＢ１Ｌの干渉が増大したこ
とを、移動局からのアクティブセットのＣＱＩ報告により知り得るので、移動局からＰＲ
Ｂ１Ｌの削除要求がなくても、基地局がアクティブセットからＰＲＢ１Ｌの削除を行うこ
とができる。
【００３６】
　この移動局支援アクティブセット管理の効果を高めるために、移動局が追加ＰＲＢを推
奨することが可能な「監視セット」、すなわち予め定められた範囲内のＰＲＢからなるセ
ットなるものも定義することもできる。すなわち、移動局は、この監視セット内のＰＲＢ
を追加要求できるが、監視セット以外のＰＲＢを追加要求することはできない、とするこ
とができる。
【００３７】
　図８の例では、セル２エッジに使用されることが許されないＰＲＢ（すなわち、ＰＲＢ
３Ｌの左側の各ＰＲＢ及びＰＲＢ３Ｒの右側の各ＰＲＢ）を、移動局が追加要求した場合
には、基地局はこの追加要求を拒否することになる。移動局が禁止されているＰＲＢを追
加要求し続ける場合には、基地局はこの移動局の追加要求を拒否し続けることになる。こ
の場合において、ＰＲＢ３Ｌと３Ｒとの間のＰＲＢが、当該移動局のための監視セットと
して定義されているとすると、上述したような、終わりのない要求と拒絶とが続くという
状態を排除することが可能になる。
【００３８】
　図８の例は、アクティブセットの追加要求／削除要求を判定する基準（変更ルール）の
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例示にすぎず、他にも、以下に例示するようなアクティブセットの変更ルールも採用する
ことが可能である。
【００３９】
　（１）現在のアクティブセット以外のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット
内の最高干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる干渉レベルを有する場合、
移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットへ追加することを要求する。
【００４０】
　（２）現在のアクティブセット以外のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット
内の平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより小なる干渉レベルを有する場合、
移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットへ追加することを要求する。
【００４１】
　（３）現在のアクティブセット以外のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット
の最高ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いＳＩＲレベルより大なるＳＩＲレベルを有す
る場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットへ追加することを要求する。
【００４２】
　（４）現在のアクティブセット以外のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット
の平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いＳＩＲレベルより大なるＳＩＲレベルを有す
る場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットへ追加することを要求する。
【００４３】
　（５）現在のアクティブセット以外のあるＰＲＢが、所定期間、所定干渉レベルより小
なる干渉レベルを有する場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットへ追加するこ
とを要求する。
【００４４】
　（６）現在のアクティブセット以外のあるＰＲＢが、所定期間、所定ＳＩＲレベルより
大なるＳＩＲレベルを有する場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットへ追加す
ることを要求する。
【００４５】
　上記の（１）～（６）は追加ルールであるが、次に削除ルールを示す。
　（７）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット内
の最高干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる干渉レベルを有する場合、移
動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットから削除することを要求する。
【００４６】
　（８）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット内
の平均干渉レベルから所定レベルだけ低いレベルより大なる干渉レベルを有する場合、移
動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットから削除することを要求する。
【００４７】
　（９）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセットの
最高ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いＳＩＲレベルより小なるＳＩＲレベルを有する
場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットから削除することを要求する。
【００４８】
　（１０）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢが、所定期間、当該アクティブセット
の平均ＳＩＲレベルから所定レベルだけ低いＳＩＲレベルより小なるＳＩＲレベルを有す
る場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットから削除することを要求する。
【００４９】
　（１１）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢが、所定期間、所定干渉レベルより大
なる干渉レベルを有する場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットから削除する
ことを要求する。
【００５０】
　（１２）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢが、所定期間、所定ＳＩＲレベルより
小なるＳＩＲレベルを有する場合、移動局はこのＰＲＢを当該アクティブセットから削除
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することを要求する。
【００５１】
　移動局は、上記の追加ルール（１）～（６）と削除ルール（７）～（１２）とをそれぞ
れ適宜組み合わせてＰＲＢの置換（リプレイス）要求を基地局へ送信することも可能であ
ることは明らかである。
【００５２】
　図９はこの移動局支援アクティブセット管理を実行するための基地局の概略機能ブッロ
ク図であり、図４と同等部分は同一符号により示している。本例では、図４のブロックに
おいて、受信部１１からアクティブセット管理部１３へ移動局からの要求メッセージが供
給される点が追加されている。アクティブセット管理部１３は、この要求メッセージに基
づいてアクティブセットの更新を行って、アクティブセットコンフィグレーションメッセ
ージを移動局へ送信するものである。
【００５３】
　図１０は当該基地局の動作を示すフローであり、図５と同等ステップには同一符号を示
している。本実施例では、ステップＳ４の後に、移動局よりＰＲＢアクティブセットの変
更要求メッセージがきたかが判定され（ステップＳ５）、そうであれば、この変更要求に
従って、ＰＲＢのアクティブセットを変更して移動局へ指示する（ステップＳ６）。ステ
ップＳ４，５の動作は図９のアクティブセット管理部１３でなされる。
【００５４】
　なお、このアクティブセット管理部１３では、移動局からのＣＱＩの報告を受けて、移
動局に割り当てている現在のアクティブセット内のＰＲＢから削除可能なＲＲＢを判断す
ることが可能である。この場合の削除の判断ルールとして、下記の例がある。
【００５５】
　（１）現在のアクティブセット内のあるＰＲＢのＣＰＩＣＨが、当該アクティブセット
内の最大のＣＰＩＣＨ（Ｚ）から所定レベル（Ｙ）だけ低いレベルよりも低いレベル（Ｘ
）になった場合（Ｘ＜Ｚ－Ｙ）、このＰＲＢを当該アクティブセットから削除可能である
。
【００５６】
　（２）最良セルが変更となった場合、図２，３にて説明した隣接基地局間（セル間）に
おける周波数プランニングに基づいて、現在のアクティブセットの変更を行う。
【００５７】
　また、移動局は上述したアクティブセットの変更要求を生成して基地局へ送信する以外
に、下記に示すようなメッセージを基地局へ報告するようにしても良い。
【００５８】
　（１）所定期間、現在のアクティブセットの各ＰＲＢの干渉レベルよりも小なる干渉レ
ベルを有するＲＰＢが他に存在しない場合、現在のアクティブセットが最適であることを
報告する。
【００５９】
　（２）所定期間、現在のアクティブセットの各ＰＲＢのＳＩＲレベルよりも大なるＳＩ
Ｒレベルを有するＲＰＢが他に存在しない場合、現在のアクティブセットが最適であるこ
とを報告する。
【００６０】
　なお、ＰＲＢのアクィブセットを構成するＰＲＢの数は、基地局において最小値と最大
値とを予め定めておき、この範囲で削除／追加の調整をなすようになっているものとする
。
【００６１】
　図１１はこの移動局支援アクティブセット管理を実行するための移動局の概略機能ブッ
ロク図であり、図６と同等部分は同一符号により示している。本例では、図６のブロック
において、アクティブセット管理部２５を追加しており、復号部２２からのアクティブセ
ットコンフィグレーションメッセージを、アクティブセット管理部２５を介してＣＱＩ測
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定部２３へ供給しており、またＣＱＩ測定部２３によるＣＱＩをアクティブセット管理部
２５へ供給している。そして、アクティブセット管理部２４から、ＰＲＢの変更要求メッ
セージを送信部２４へ出力するようになっている。
【００６２】
　図１２は図１１の移動局の動作を示すフローであり、図７と同等ステップは同一符号に
より示されている。図７のステップ１３の続いて、ＰＲＢのアクティブセットの変更条件
の判定がなされる（ステップＳ１４）。この変更条件の判定は、上述した変更ルール（１
）～（６）に基づいて行われる。変更条件を満たせば、アクティブセットの変更要求メッ
セージを作成して基地局へ送信されることになる（ステップＳ１５）。これらステップ１
４，１５はアクティブセット管理部２５にて行われる。
【００６３】
　上記の各実施例におけるＣＱＩとしては、ＳＮＲ（Signal to Noise Ratio ）、ＳＮＩ
Ｒ（Signal to Noise & Interferance Ratio）、干渉レベル、パスロスなどが挙げられる
。なお、上記のアクティブセットの追加要求／削除要求を判定する基準（変更ルール）に
用いる指標として、干渉レベルとＳＩＲレベルを用いているが、干渉レベルとＳＩＲレベ
ルとは、互いに裏返しの指標である。すなわち、干渉レベルが小であればＣＱＩは良好で
あるが、逆にＳＩＲレベルが大であればＣＱＩは良好である。よって、上述した変更ルー
ルにおける大小関係を裏返すことにより、両指標は互いに置き換えることができる。
【００６４】
　上記の各実施例においては、ＯＦＤＭ方式の移動通信システムに適用されるが、ＯＦＤ
Ｍ方式に限定されることなく、ＦＤＭ（Frequency Division Multiplexing ）方式や、Ｆ
ＤＭとＴＤＭ（Time Division Multiplexing）とを組み合わせた方式や、更にはＦＤＭと
ＴＤＭとＣＤＭ（Code Division Multiplexing）とを組み合わせた方式にも適用可能であ
る。
【００６５】
　なお、上記の基地局及び移動局の動作は、予めその動作手順をプログラムとしてＲＯＭ
などの記録媒体に格納しておき、これをコンピュータにより読み取らせて実行するように
構成できることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の原理を説明する図であり、本発明によるＰＲＢのアクティブセットの例
を示す図である。
【図２】本発明の一実施例を説明するための図であり、ＰＲＢのアクティブセットの構成
の例として、隣接基地局間（セル間）における周波数プランニングを採用した場合のもの
である。
【図３】本発明の一実施例による周波数プランニングに基づく場合のＰＲＢのアクティブ
セットの具体的割り当て例を示す図である。
【図４】本発明の一実施例における基地局の概略ブロック図である。
【図５】本発明の一実施例における基地局の動作を示すフロー図である。
【図６】本発明の一実施例における移動局の概略ブロック図である。
【図７】本発明の一実施例における移動局の動作を示すフロー図である。
【図８】本発明の他の実施例における移動局支援によるＰＲＢのアクティブセットの変更
例を示す図である。
【図９】本発明の他の実施例における基地局の概略ブロック図である。
【図１０】本発明の他の実施例における基地局の動作を示すフロー図である。
【図１１】本発明の他の実施例における移動局の概略ブロック図である。
【図１２】本発明の他の実施例における移動局の動作を示すフロー図である。
【図１３】ＰＲＢを説明するための図である。
【符号の説明】
【００６７】
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　１１，２１　受信部
　　　　１２　スケジューラ
　１３，２５　アクティブセット管理部
　１４，２４　送信部
　　　　２２　復号部
　　　　２３　ＣＱＩ測定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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